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その① 移動方法 

   

 

 

 

 

その② 角度調整機能 (ティルトとリクライニングがどちらもつくこともあります） 

＊ティルト 

       股関節の角度を変えずに体を倒したり起こしたりできます。 

           メリット：倒したり起こしたりするときに姿勢の崩れが少ないです。 

           デメリット：股関節を伸ばしてフラットにはならずおむつ替えが 

難しいです。 

 

＊リクライニング 

          背中を倒したり起こしたりできます。 

           メリット：股関節を伸ばして寝るような姿勢をとれます。 

                 股関節が曲がりにくい方の姿勢調整がしやすいです。 

             デメリット：背中を倒したときにヘッドレストや体幹パッド等の 

位置が合わなくなってしまいます。 

 
↑ここは動かない 

＊自走式 

自分で移動できる車いす 

＊介助式 

介助者が押して移動する車いす 
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その③背面の構造 

 

＊張り調整型 

背中にあるマジックテープのベルトのたわみを使用し、 

小さなクッション等（サポート）もあわせて姿勢調整します。 

たためるものが多くあまり場所もとりません。 

体のラインに密着はしないので通気性が良いですが、変形が強い方 

や、姿勢を保つ力が弱い方はご自身の動き等で姿勢が崩れやすいで

す。 

 

 

 

＊モールド型 

ご本人の身体の形を特別な機械で型取りしてクッションを作りま 

す。しっかり体のラインにフィットするように作製するので完成 

までに時間がかかりますが、しっかり合うと姿勢の崩れが少なく 

なり安定しやすいです。 

体幹が安定することで肩の力や首の力が抜け、食事や作業がしや 

すくなることが期待されます。 

一方接触面が大きいため熱がこもりやすいです。これに対しては 

背中にファンを埋め込む等して対策をとってくれる場合もありま 

す。また体のラインに沿っているため、変形が進んだ時等に痛み 

が出たり、その修正の際大掛かりな修理が必要になることがあり 

ます。 


